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日本仲裁人協会：研究講座のご案内(平成 29年 2月) 

Japan Association of Arbitrators, Research Section: February 20 Meeting 

~ Current status and challenges of Organizational Ombuds~ (Language: Japanese) 
 

日本仲裁人協会 会員 各位 

日本仲裁人協会事務局 (日弁連業務第二課) 

TEL：03-3580-9870／FAX：03-3580-9899 
 

 下記の通り研究講座のご案内を申し上げます。当日参加も可能ですが、会場

の準備の都合上、できる限り本状による参加申込みをお願い致します。 
 

記 
 

組織オンブズの現状と課題 

(会員対象行事) 

 

日 時： 平成 29年 2月 20日(月)18:00～20:00 

場 所： 弁護士会館 14階 1401AB会議室(千代田区霞が関 1-1-3) 

報告者： 多田 記子（IOA 認定組織オンブズ） 

内 容： 

国連機関や米国の連邦政府機関、企業、学術研究機関、医療機関では、「組

織オンブズ」という ADR システムが取り入れられています。職場における様々

な問題の相談を受ける組織オンブズは、独立、中立の立場から守秘義務をもっ

て非公式に活動します。具体的には、大きく分けて３つの方法で、問題解決支

援、紛争予防を行います。１．研修や相談者に対するコーチングなどを通して、

組織において様々な問題に直面した際、自分自身で問題に対応できるように支

援する。２．当事者間を行き来して問題解決、両者の関係調整のために動く、

あるいは当事者同士の話し合いに同席し、対話推進の支援をする。３．相談内

容を分析し、守秘義務の範囲で経営陣に現場で何が起きているかを伝え、より

よい職場にするための提言を行う。この「組織オンブズ」制度が日本の組織で

も有効かどうか検討していきたいと思います。奮ってご参加、ご発言下さい。 
 

日本仲裁人協会事務局 行(FAX: 03-3580-9899) 

平成 29年 2月 20日(月)の研究会に出席します。 

ご芳名： 

 

ご所属等： 

【事務局からのお願い】 最近、登録されているご住所に郵送物を送付しても宛先不明で

返送されるケースが増えております。当会に登録されている情報（氏名・勤務先・連絡先

住所・電話番号・FAX番号・Emailアドレス等）に変更のある方は、当会事務局（電話番号：

03-3580-9870 FAX番号：03-3580-9899 e-mail：jaa-info@nichibenren.or.jp）までご連

絡ください。ご協力宜しくお願い申し上げます。 


